
長流川流域の降雨の特徴と予想について
長流川(壮瞥町)水害タイムライン 勉強会

2025 年11 月6 日(木) 気象防災アドバイザー 志田昌之

資料５



 オロフレ地域やえりも町では、海上
からの暖かく湿った空気が山にぶつ
かるため、強制的に上昇気流が発生
し、雨を降らせます。

 地形がもたらす雨のため地形性降雨
とも言います。

 年間平均降水量は道内でもっと

も多い地域となっています。

発生条件

地上付近の風が東から南東（右図※）の
時に発生します。

雨の特徴

短い時間の強い雨と長時間の雨が重なり、
大雨となる事があります。

発生条件

雨の降り方の特徴
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流域で大雨となるのは低気圧や前線の通過によることが多いようだ

この9月13日は ヤバかった 《もしかしたら・・・という状況》 5



２０２５年９月１３日
22時00分

気象衛星ひまわりの雲頂強調画像 9月13日18時～23時
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大雨と強風及び雷に関する胆振・日高地方気象情報　第1号から第５号　胆振西部の雨にかかわる部分のみ抜粋+C11C
第1号　見出し

09月12日16時37分発表
胆振地方では１３日夜のはじめ頃から１４日にかけて大雨による低い土地の浸水や土砂災害、河川の増水に十分注意。

［雨の予想］多いところ 胆振地方全域を対象に１時間５０ミリ。２４時間１５０ミリ

第2号　見出し
09月13日07時16分発表

胆振地方では１３日夜のはじめ頃から１４日朝にかけて大雨による低い土地の浸水や土砂災害、河川の増水に十分注意。

［雨の予想］多いところ 胆振西部に絞り込んで　１時間５０ミリ　２４時間１５０ミリ

第3号　見出し
09月13日11時58分発表

胆振地方では、１３日夜遅くから１４日明け方にかけて、線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可
能性あり。低い土地の浸水や土砂災害、河川の増水や氾濫に厳重に警戒。

［雨の予想］多いところ
胆振西部　１時間５０ミリ　２４時間１８０ミリ
線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがある。

第4号　見出し
09月13日16時48分発表

胆振地方では、１３日夜遅くから１４日明け方にかけて、線状降水帯が発生して大雨災害発生の危険度が急激に高まる可
能性がある。低い土地の浸水や土砂災害、河川の増水や氾濫に厳重に警戒してください。

［雨の予想］多いところ
胆振西部　１時間５０ミリ　２４時間１８０ミリ
線状降水帯が発生した場合は、局地的にさらに雨量が増えるおそれがある。

第5号　見出し
09月14日06時24分発表

胆振地方では、引き続き１４日昼前にかけて、大雨による低い土地の浸水、土砂災害、河川の増水に注意。

［雨の実況］

最大１時間降水量（アメダスによる速報値）
白老町森野　８７．０ミリ　（１３日２１時１５分）（１９７６年の統計開始以来の１位を更新）
登別市カルルス　５５．５ミリ　（１３日２０時５１分）（１９８５年の統計開始以来の１位を更新）
２４時間降水量（アメダスによる速報値）
白老町森野　　　３９１．０ミリ
登別市カルルス　３４５．０ミリ（１９８５年の統計開始以来の１位を更新）
登別市札内町　　１５２．０ミリ

急発達する雨雲を予想し気象情報が発表されているが
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「雨雲の動き」と「今後の雨」の取説
雨雲の動き（高解像度降水ナウキャスト） 現場での対応に活用
・雨の強さを30分先まで格子間隔250m、35分から60分までは1kmの解像度で5分毎に予測。
・雨雲の動きの他に、10分毎に「雷活動度」「竜巻発生確度」なども予測。

今後の雨（降水短時間予報） 数時間先まで見越した対応に活用
・各1時間降水量を6時間先までは10分間隔で1km四方の解像度で予報、7時間先から15時間先までは
1時間間隔で5km四方解像度で予報します。

今後の雨の予報精度【スコア】の検証
・「予測値」として２時間後から３時間後までの１時間に予測した1km格子ごとの降水量を、5km格子
ごとの値に平均し、「実況値」として同様に、実際に降った降水量として、1km格子ごとの解析雨量を
5km格子ごとの値に平均します。
・弱い雨の影響を除去するため「予測値」と「実況値」の合計が20mm以上の場合に、予測値と実況値
のうち大きな方を分母として比を計算します。
・この値を日本の陸上付近で１年間にわたって平均した値がスコアとなります。
・スコア0.5なら、実況値は少ない場合で予測値の半分、多い場合で予測値の２倍の範囲におおむね納
まっている、と言うことができます。
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一瞬にして多くの人命や財産を奪ってしまう

土砂災害が発生︕

ハザードマップを参考に、キキクルや指定河川洪水予報を活用し、
安全に避難できる早い段階で避難開始を判断することが重要︕

福岡県朝倉市を流れる北川の様子
（出典︓国土地理院ホームページ）

中小河川は

水位が急激に上昇︕
大河川は

広範囲・長時間浸水︕

広島市の土石流による被害の様子
（平成26年8月20日気象庁撮影）

茨城県常総市の浸水被害
（資料︓国土交通省関東地方整備局）

平成26年8月豪雨 平成29年7月九州北部豪雨 平成27年9月関東・東北豪雨

大雨が降ると・・・
気象庁
室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological Office
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土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

いつ見る︖
どうやって見る︖

キキクル(危険度分布)の活用
▌大雨による災害発生の可能性（危険度の高まり）が地図上で色分けして示される
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気象庁
室蘭地方気象台
Muroran Local Meteorological Office



「流域雨量指数」と「洪水キキクル」の危険度は共通
流域指数は市町村内の河川の重要ポイントをについて表示しており
同じ川でも市町村によってポイントが異なる。
★これまでの指数の変化と6時間先までの指数の変化を予想しています。
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伊達市大滝の長流川

壮瞥町の長流川



伊達市大滝の長流川の流域雨量指数と優徳の水位変化

注★流域雨量指数は《流れ下る水量の平方根》⇔水位ではありません。
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壮瞥町と伊達市大滝の河川における流域雨量指数基準

《重要》
流域雨量指数の基準設定に
おいて
これまでの《30年間》に災
害が発生していない場合は

基準Ⅱは
30年に一度の確率値か
既往最大事例の指数+1
のいずれか大きい値。

基準Ⅲは
50年に一度の確率値



流域タイムラインは
大雨を恐れず侮らず
危機感を共有するところからスタート

そのためには 地を知り 川を知り
気象情報の取り扱い方を知ること
そのうえで、一緒に災害に備える仲間をつくる
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最後に ひとこと

ご清聴ありがとうございました




